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 皆さん、こんにちは。全国から千葉へ

いらしていただいて本当に嬉しく思って

います。前々から、今日この千葉で全国

大会があるということで、私も楽しみに

してきました。昨年の高山大会の抄録も

丁寧に読ませていただいて、私の知らな

い世界、特に、スピリチュアリティーの

問題がたくさん広く書かれて、しかも

とっても内容が豊かであったことに驚き

ました。そして、そういうことの重要性

というのをつくづく感じました。  

エベレストの下の方にヒマラヤの山麓

にネパールという国がありますが、もう

３０年ぐらい前、私も若くて元気で、そ

こへトレッキングに行きました。ナム

チェバザールという、高度でいうと４０

００メートルぐらいのところの村です

が、その村のちょっと下のところに大き

な菩提樹の木があって、そこに、マニ車

というものがありました。この中には経

文が入っていて、お経を読む代わりにこ

の車を回すのだそうです。そのときは、

おばあさんが木の下で車を回していまし

た。そうしたら、私と一緒にいたネパー

ルの人が、「ああ、このおばあさんはも

うじき死ぬんだよ。だから、仏様のとこ

ろに行くための準備で、ああやってずっ

と木の下でお祈りをしている。多分帰る

ときはあの木の下には誰もいないから」

と言うのです。私は、えっ？と思ったの

ですが、２週間ぐらい経ってそこに行っ

たら、案の定、そこにおばあさんはいま

せんでした。 

 もう一つ同じような話があります。や

はりヒマラヤの奥地になるのですがカイ

ラス山という山があります。それは日本

語で言えば神山、仏教で言えば仏そのも

の、ヒンズー教で言えばそれがシバ神と

言われている山なのです。そこに洋服が

山のように積まれているところがありま

した。ここは自分の寿命を終えるために

遠くからやってきて、仏様の周りを回り

ながらここで倒れて寿命が終わる。だか

ら洋服だけがたくさん残っている。とい

うふうに説明を受けました。私たち日本

人の感覚ではとても信じられないことで

すけれども、どちらもとても印象に残っ

ています。ネパールのおばあさんは、本

当に枯れるように、だけど、心は多分平

和だと思います。お祈りをしながら仏様

にお経を唱えながら、木の下で自分の寿

命を終えていくという気持ち、そして静

かに死んでいく。本当に帰るような死

だった。そして、そのカイラス山のまわ



りを回っている人たち、その人たちはず

いぶん積極的な死に方なのだと思いま

す。 
そのような死に方が私たちに出来るの

かというと、もう出来ません。日本でも

おそらく、２００年前３００年前、ある

いは５００年前、どういう形で人が死を

迎えたかというと、同じような死に方

だっただろうと思います。 
自分の死を考えたときに、私は果たし

て、枯れるような死を願うことが出来る

だろうか。あるいは積極的な自らの死

を、祈りの場に自分の身体をもっていっ

て、そこで死ぬような死に方が出来るだ

ろうか、おそらく許されないだろうと

思います。 
 例えば、今日でも明日でも、あるい

は、１年後でも１０年後でも、どこか

でパタッと倒れて、そしたらおそらく

救急車が来て、病院に入院させられ

て、そこから先は、意識があるかない

か、あるいは自分の言語が確かかどう

かというようなときに、果たして自分

の意思で、そういう枯れるようなある

いは積極的な死が選べるだろうか。た

ぶんとても難しいのだろうと思います

ね。 

た。私はその時、本当に病院に連れて

行かなくてよかったなと思いました。

それは、ドクターともう大激論だった

んですね。それで、そういう結果に

なった。 
私は、もう一つ自分の祖母が羨まし

かったのは、そういうふうに子どもや

孫が見守ってくれたこと。私は子ども

がいませんから、そういう形で私を

守ってくれる人がいない。とすれば、

自分が元気でいるうちにどういう死を

選べるのかということです。私に限ら

ず、今現代人は多くの人が死を意識し

ていない。何故ならば、昭和２０年は

平均寿命が、戦争があったせいかもし

れませんけれども、５０歳なんです。

それで、死亡の原因も結核と胃腸炎な

んですね。 
それから今、医学が素晴らしく進

み、どれだけの痛みが、どれだけの病

気が近代医学のおかげで治していただ

けていることか。従って、より長い寿

命を得、その中で、自らの人生を充実

し、そして家族を、あるいは回りの友

達と、豊かな人の生をより長く生きる

たまたま、私の祖母が９７歳で亡くな

るのですが、ある時、話している最中に

具合が悪くなって倒れました。一人のお

医者さんから、救急車ですぐ入院してく

ださいと言われました。もう一人、親し

くしていたお医者さんに相談したら、も

ういいだろうと、明日の朝まで持たない

かもしれないという人を病院に連れてこ

なくても、と言われました。 
それから１週間、彼女は生きていまし

た。その間、親しくしていたお医者さん

が、自宅に往診に来てくださいました。

結局いろんな人が会いに来て、自分の兄

弟やいろんな人に会って、子どもだの孫

だのみんなに囲まれて、ふと、こう言っ

たんですね。「ああ、いっぱいお花が見

えているわ」って。私の母に、「コンパ

クト取ってきてちょうだい。みんなで一

緒に花畑に行きましょう。おしゃれしな

くちゃいけない。」と言うので、コンパ

クトを取りに行って戻ってきて、「おば

あちゃま、コンパクト持ってきたわ

よ」って言ったときには、こと切れてい

ました。気がつかないぐらいの間に

スーッとこと切れて逝ってしまいまし
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ことができる。しかし、終末期、特に

一度治ってからまたその最期までの間

の終末期という時期にかけてはどうす

べきなのかということと、もう一つは

生まれてくる生まれ方、おそらくこの

一番最初と最後の時期については、今

とても難しくなってきているのではな

いかという気がしてなりません。 
今日は、ホスピスの話ですから、最

後のところだけを考えますと、いざ終

末期になった時、医学はこれだけ進歩

しましたが、私たちは人としてレベル

の高い、精神的にも文化的にも、あら

ゆる意味で本当に高度なもの、私たち

が生を営める、子どもだけではなく

て、孫だけではなくて、ひ孫まで会え

るようなそういう人生を歩める、その

豊かさの最後の部分について、そして

それをどう自分たちが受け止めるかと

いうことについての研究なり考え方な

りが徹底しているかというと、残念な

がらかなり遅れていると思います。だか

ら、今日ここにお集まりの皆さまは、そ

ういったことを最先端で行ってくださっ

ている方達、どうあるべきかを考えてく

ださっている方達、私は皆様を本当に大

事な存在だというふうに思っています。 
日本は世界一長寿の国になりました。

長寿の先に訪れる死は、枯れたような死

でもなければ積極的な死でもない。であ

れば、どういった平安な、痛みの少な

い、心豊かな安らかな死を迎えることが

出来るのか、ということについても、私

たちは、深い知恵と、いろいろな経験

と、そして技術的なことを学ばなければ

ならないでしょう。多分とても大事なこ

とは、昨年の高山大会でも、散々議論さ

れましたスピリチュアリティー、つま

り、動物と一番違うところ、心の問題だ

ろうというふうに思います。 
例えば、昔は病院なんてなかった。 
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だからみんな家で亡くなっていたし、

今でも、ネパールやヒマラヤの奥地へ

行けば病院なんかありませんから、自

然な死に方をしています。姥捨て山と

言いますが、とても嫌な言い方ですけ

れども、ちゃんと高齢者が、自分の家

族の負担になると思って、自然な形

で、自分で進んで山に行って死ぬとい

うような時代もあったのだと思いま

す。 
しかし、今、千葉県での場合でも自

宅で亡くなる方は１３％ぐらいです。

ほとんどが病院で亡くなっている。私

の祖母を自宅で看取ったときのドク

ターは、親しくしていた先生でした。

それまで会ったことのない、白衣を着

たおじさんやおばさんの中で、不安そ

うだった私に、「あなたのおばあさん

はもう９７歳です。昔は人生５０年

だったんだから、２つの人生を生き

た。もうあとは、みなさんが静かに見

守ってあげてください」とおっしゃっ

た。気管切開もしなければ入院もしな

いで、点滴だけは、やってもらいまし

たけれども、それがとても静かに花園

にみんなの中から召されていったとい

うふうに思っています。 
これから先、こういうような形の、

どういうことを私たちが出来るのか、

それはみなさまに期待すること大であ

るし、２日間のこの大会の中で、お互

いにいろいろな知識や経験を共有なさ

るということだと思います。それは、

この場だけではなくて、長寿社会であ

るこの日本、そして、後期高齢者など

というものが大問題になっているこの

日本で、もっともっと大きな意図、

もっともっと活発に、もっと前向き

に、もっと予算もかけて、そして豊か

に息絶えた我々の先輩たち、私自身も

含めて、難しい病気になっても、その

場合に、どうやって安らかな最期を迎

えられるのか、ということを考えてい

くことなのだと思います。 
今日の抄録の冒頭に書かせていただ

きましたけれども、高山大会の抄録の

中にあった言葉でとてもステキだなと

思った言葉がありました。「スピリ

チュアルペインはある、確かにある。

それに向かい合ってくれる人たちがい

て、初めて絶望の底から患者さん本人

の力で這い上がってこられる。そのお

顔はくっきりとした輪郭の、りりしい

美しさだ」と書いてありました。そう

いう心境をみなさんが持てるようなそ

んな役を家族だけではなくて、地域の

人やみんなでやっていく、そのことを

模索するのが今回の大会だと思いま

す。高山大会からみなさんへ引き継い

でこられたこの言葉で締めくくりたい

と思います。 
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